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集
特 鉱山の森、

　春への誘い



ネイチャーセンター『ふぉれすと鉱山』が

誕生して３年。今、ふぉれすと鉱山では、自

然を生かしたさまざまなイベントや取り組み

が行われています。

冬が終わり、生命の息吹を感じさせてく

れるこの季節。昨年春、市民が参加して行わ

れたユニークなイベント『ワンデイハイク』

（ふぉれすと鉱山活動支援組織『モモンガく

らぶ』主催）の紹介を通して、皆さんを登別

の美しい春に誘います。
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自然に親しみ、自然を学び、自然を育
はぐく

むためのかけ

がえのない施設。郷土の自然を愛する市民の提言と熱

心な議論をもとに、『人と自然のふれあい拠点』の鉱

山地区に誕生し、『自分たちのまちは自分たちで』と

いう市民パワーを資源に、市民・ＮＰＯ法人・市の協

働という形で運営されています。

館内には市民団体の活動報告や自然紹介のコーナー

のほか、クラフトルーム、多目的に利用できるネイチ

ャーホールなどがあり、最大80人まで宿泊（有料）す

ることができます。

●イベント
自然体験や自然観察、クラフ

ト教室、子どもキャンプなど、
登別の自然を生かしたイベント
を開催。市の広報紙で参加者を
募集しています。

●自然体験プログラム
すべてのプログラムがオーダ

ーメイドで作られ、「こんなことが学びたい」「子
どもたちにこんなことを学ばせたい」という利用者
や引率者の主体的なねらいを達成できるように工夫
されています。

■問い合わせ
登別市ネイチャーセンター　ふぉれすと鉱山
〠059-0021　北海道登別市鉱山町8－3
☎0143○852569

ふぉれすと鉱山
ネイチャーセンター

▼幌別川と魚たち ▼草木染め

コーザン

▲

全開遊び

▲調査体験プログラム

▲ ▲ミズバショウ
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天からこぼれ落ちるもの。
それは、桜の花びら。
鉱山の森深く、ひっそりと桜が
咲いている。
かつて賑

にぎ

わいをみせた集落の跡に
一人佇

たたず

み、耳をすますと、
記憶という名の映画館から、
カラ、カラと
フィルムを回す映写機の音が
聞こえてくる…

　登別市の北に位置する、鉱山町。
胆振幌別川の急峻

しゅん

で、なおかつ美し
い渓谷に身をゆだねるその町は、明
治39年から大正年間にかけて鉱山で
栄え、人口はおよそ2,000人にまで
膨れ上がり、ビリヤード場や映画館
などの娯楽施設、床屋、旅館、菓子
屋のそろう大きな街となっていた。
　森が切り開かれ、燃料のために木
は切られ、精錬所の煙害で木は育た
なくなった。一度は、壊滅的なダメ
ージを受けたが、閉山から数十年経
った今、森は確実に再生している。

▲鉱山馬車鉄道

鉱山の春

▲硫黄精錬所
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数百年も昔、けもの道
しかなかったころ、登別
温泉の湯沼には、キツネ
や熊などの動物たちが
薬湯につかって傷を癒や
していた。この地に初め
て足を踏み入れた人間が、
山中で熊と出会い、最初
は驚くが、やがて心が触
れ合うようになり、その
熊の案内で地獄谷へたどり着いた。

こんな登別温泉に伝わる言い伝えをもとにして、
昭和56年に地元温泉街で働く若者と登別観光協会
が中心になって、豊かな湯量への感謝と多くの観
光客の訪れを願い、創作されたのが郷土芸能『熊
舞』です。

熊舞は、開拓当時の狩人と熊の出会いを表現。
大自然の中で熊と人間は敵味方ではなく、心が通
じ合う友人であったという光景を、笛と太鼓のお
囃
はやし

子にあわせてユーモラスに表現した、楽しい郷
土芸能です。

現在、登別中学校でも総合的な学習の時間の中
で熊舞の練習に取り組んでおり、『登別地獄まつ
り』で披露しています。

て足を踏み入れた人間が、狩人登場

大きな熊２頭が登場

何も知らず居眠りする狩人

やがて親しくなる狩人と熊

狩人に熊が襲い掛かる

目を覚まして、驚く狩人
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▲香川県の川北副知事に署名簿を手
渡す内

うち

田
だ

助役（右）

▲上野市長から記念品を受け取る袋さん（左）
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